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１ 研究の視点 

教育課程企画特別部会より示された論点整理（平

成 27年８月）に，家庭科において育成すべき資質・

能力の一つに「持続可能な社会づくりのための力」

が明記された。 

「持続可能な社会に向けたライフスタイルの確立」

は，引き続き家庭科教育で取り組むべき重要な柱で

あり，ライフスタイルの中でも全世界の人間が一日

３回行う「食行動」は，今後社会が「持続可能な社

会」に向かうのか，「持続不可能な社会」に向かうの

かを左右する一要因になると捉えた。 

そこで，ユネスコの世界無形文化遺産に登録され

た「和食」の基盤となる「だし」が世界的に注目さ

れる一方で，若い世代を中心に和食離れが進んでい

る事実に注目し，先人の知恵や文化に関心を持たせ，

持続可能な社会を目指して資源や環境に配慮した食

生活を営む力を育成したいと考えた。 

「資質・能力は目標としてだけでなく，手段とし

て活用することで高まる」「児童・生徒は，備わって

いる資質・能力を使った方がよく学ぶ」と言われて

いることから，【図１】に示すとおり，「実践力：持

続可能な社会づくり」をより高めるために，「実践力」

「思考力」「基礎力」の三つの資質・能力を連動・関

連付けながら，三つの視点から研究に取り組んだ。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：育てたい資質・能力 

 

 

 

 
 
 

(1) 視点１について（学びを引き出す） 

① 「味わう」感覚の言語化とその共有 

舌が持つ味覚情報能力を活用し，２種の味覚体験

を実施する。味覚意識を高めると同時に，これを言

語化させることで，学習意欲につなげる。 
②  ジグソー法を活用した学習課題の設定  

上級生によるポスターセッションに，ジグソー法

を取り入れ情報統合をし，学習課題を設定する。「問

題解決的な学習」に取り組み，思考を深める。 
③  ポスタ―ツアーによる一人一人の学びの保障 

学習課題について調べた内容に関するポスターを

制作する。ポスター制作に責任を持ち，一人一人の

学びを保障するために，全員が発表者となるポスタ

ーツアーを実施する。 
(2) 視点２について（学びを振り返る） 

①  思考過程の可視化 

自分自身の思考変容を認識する場面の設定，ICE
モデルを取り入れたルーブリック評価による相互評

価を行う場面を設定し，自らの学びを振り返ること

ができるワークシートを作成する。 
②  知識確認テストの活用 

ポスターツアーにおける説明が，他者に正しく伝

わっているのか振り返るために，知識確認テストを

実施する。 
③  学んだことを他者に伝え，学びの深化を図る。 

自分が獲得した知識を，１年後に他者（下級生）

に伝えることで，自分の学びを振り返り，深化を図

る。また，文化伝承者としての自覚を持たせる 
(3) 視点３について（学びを支える） 
①  ＵＤ化を意識したポスター制作 

ポスター制作を通して，ＵＤ化を体験させる。 

②  マトリックス表の活用 
話合い活動の際に，話合いを活性化させ，思考を

深めやすくするために，四つの視点を示したマトリ

ックス表を活用する。 
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２ 研究の実際 

 
 
 
(1) 本題材の授業設計 

食生活領域のまとめの部分となる「これからの食

生活」は，持続可能な社会の実現に向けた食生活の

在り方を扱う学習内容であり，学習指導計画を【表

１】とおり計画した。また本授業は，ＳＳＨ関連授

業であることから，「総合的な学習」「教科情報」

を活用するなど，教科横断的な取組としている。 

表１：指導計画 

また，この指導計画に，題材を貫く基軸となる問

い「和食の基盤である『だし』の伝統を守るにはど

うしたらよいだろうか」を設定し,この学びが自分自

身の生活から，地域・社会に広がっていくこと，そ

して深まっていく過程（問題解決的な学習）となる

授業設計【図２】を行った。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２：問題解決的な学びの構造化 

(2) 指導の実際 

① 「味わう」感覚の言語化とその共有（1次） 

Ａ:全口腔法による５基本味官能検査は，熊本県立

大学及び尚絅大学の協力を得て実施した。５基本味

（甘味・塩味・うま味・酸味・苦味）に関して，５

段階濃度を感知する体験活動である。 
B:「だし」の味わい体験は，原料・種類・水の硬

度・相乗効果の違いによる「だし」の味わいの違い

を比べる体験活動を実施した。 
A・B 共に，舌が持つ味覚情報能力を自覚し，これ

を文章化し互いに共有することで，「素材の味を味わ

おうとする意識」及び学習への興味関心を高めるこ

とを目的とした。 
【味覚体験前に，「味覚」ついて考えていることを， 

できるだけ多く書いてみよう。】 

日本人は味覚が鋭いと言われているが，いまい

ち，自分ではわからない。ファーストフードなど

をよく食べるせいで味覚が鈍くなっているかもし

れない。体験では，どれくらい自分の味覚が鋭い

のか，確かめたいと思う。 

【「味覚」を意識して，体験した感想を書こう】 
自分が考えているより，自分の持つ味覚が鈍い

ことがわかった。・・・「だし」は濃度が薄いほう

が美味しく感じた。この感覚ははとても興味深い。

今回の体験をから味覚について強い興味が湧き，

もっと調べてみたいと思った。 

【「だし」の味わいを言葉で表現しよう】 
「だし」にも様々な違いがあって，味の違いを感

じることができた。また，原産地が違ったり，水

の硬度が違うだけで，「だし」の味わいが変わるこ

とが興味深かった。 

② ジグソー法を活用した追求課題の設定（2次）  

昨年，「だし」について学んだ２年生によるポスタ

ーセッションを実施した。ここにジグソー法を取り

入れ，それぞれの班員が２年生から学んだ「だし」

についての情報を報告・統合し，新たな学習課題【表

２】を設定させた。原料等や味覚に関する科学的仕

組みだけでなく，持続可能な視点を入れた。 
 
 

次(時間)     学 習 内 容 

1次（2h） A:味覚検査 B:「だし」味わい体験 

2次（1h） 学習課題の設定（上級生から学ぶ） 

3次（3h） 学習課題解決にむけての追求活動 

※2時間は「総合的な学習の時間」 

4次（3h） ポスター制作  

※2時間は「教科情報」 

5次（1h） 学習課題についてのポスターツアー 

6次（1h） 学びの伝承活動（下級生に伝える） 

検 証 高等学校１学年 科学家庭（学校設定科目） 

単元名 「これからの食生活」 
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表２：学習課題 

生徒が設定し学習課題 持続可能な視点 
1:旨味成分のグルタミン酸 

2:味噌とだし 

3:天然昆布と養殖の違い 

4:食品に使われるカビ 

5:世界のだし 

6:軟水と硬水～料理では 

7:日本地域別の昆布の種類 

8:ヨーロッパでの鰹節 

9:だしとカビ 

10:どこで育った昆布か 

和食を支える伝統 

調理に見る日本の伝統 

海の環境と昆布の生態 

先人の知恵 

世界の食文化との共生 

調理に見る日本の伝統 

和食を支える伝統 

世界の食文化との共生 

先人の知恵 

海の環境と昆布の生態  

③ ポスタ―ツアーによる学びの保障（5次） 

ポスターセッション  

の場合，ポスター発表 

者が一部の生徒に限定さ

れる場合があり，生徒自

身の学びへの責任と自覚

が低下する場合がある。これを解消するために，ポ

スターツアーを取り入れた。 

ポスターツアーでは，それぞれのポスター制作班

のメンバーから，一人ずつ集まったポスターツアー

用の班を再編成し，展示ポスターを順番に回ってい

く。そのポスターの制作者が発表を行うため，全て

の生徒が発表者となる。このため，生徒の学びへの

責任と自覚が高まるだけでなく「伝える力」や「情

報・知識の定着」の効果が期待できる。 

発表２分，質疑応答３分と時間を設定して実施し

た。また，聞き手の生徒は，ルーブリック評価によ

る相互評価を同時に行った。 
 
 
 
 
 
 
 

図３：ポスターツアーの仕組 

④ 思考過程の可視化（5次） 
ポスターツアーの際に，ポスター内容や発表につ

いて相互評価するために，ICE モデルを取り入れた

ルーブリック評価を活用した。【図４の A】 

ICE モデルとは，Ｉ：Ideas＜基礎知識＞，C：

Connections＜知識間のつながり＞，E：Extensions

＜知の応用＞を意味する。これは，「学びを振り返

る」と同時に「深い学びを引き出す」ことにもつな

がった。 

また，ポスターツアー授業の前後で，自分の思考

の変容が可視化できるようワークシートを工夫作成

した。【図４の B】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
図４：ルーブリック評価と振り返りワークシート 

⑤ 知識確認テストの活用（5次） 

「知識確認テスト」【図 5】は，生徒たち自身が 

ポスター制作の過程で，聞き手に最も伝えたい内容

のエッセンスを吟味し作成した。作成した問題の正

答率から，自分たちの説明（表現力）は適切であっ

たのか，振り返ることを目的とした。 

  
図５：表現力を振り返る「知識確認テスト」 

A 

B 
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⑥ 学びの伝承活動，下級生に伝える（6次） 

１年後に，自分たちが学んだ「だし」についての

「知識」や「思い」を下級生に伝えるポスターセッ

ションを実施する予定である。 
他者に教えることで，自らの学びと実践を振り返

ると同時に更なる定着と深化を図りたい。また，高

校生という世代は，文化伝承者の一人であることを

自覚させるための体験活動と捉え，実施する。 
⑦ ＵＤ化を意識したポスター制作（4次） 

ポスター制作を通して，色，文字や図の配置，文

字の大きさ等，ＵＤ化を体験させた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６：生徒が制作したポスター 

⑧ マトリックス表の活用（5次） 

ポスターツアー後，学習の総まとめとして「和食 

の基盤である『だし』の伝統を守るにはどうしたら

よいだろうか」を班で話合いを行う際に活用した。 

【図７】４つの視点が，話 
合いの活発化，及び思考の 
深まりにつながり，多くの 
取組アイディアが出され 
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７：マトリックス表 

(3) 検証結果と考察 

協力校の高校生 42名に，４観点法によるアンケー

ト及び文章記述調査を実施した。 

①  基礎力（味を味わおうとする意識）について 

１次の味覚に関する体験活動後，「素材の味を味わ

おうとする意識」は【図８】に示すとおり，高まっ

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図８：味覚に対する「味わい」意識 

② 思考力（問題解決能力） 

「持続可能な食生活はどのような食生活か」につ

いて２００字程度で記述させたところ，授業前後で，

表３に示すとおり変化があった。 

表３：持続可能な食生活に関する文章変化 

授業前の「持続可能な食生活」は，既習事項であ

る地産地消・残菜問題等を含む環境問題や食料自給

率について記述してある文章が大半であった。授業

後は，上記内容に加え，和食文化継承こそが「持続

可能な食」につながるという記述が増えた。 

また，図９～11 に示すとおり，質問３項目におい

て意識が高まった。 
 
 
 
 
 
 

図９：環境を守るための食生活の見直し 

 

持続可能な食生活の考え 授業前 授業後 
自分の食生（感謝，栄養バラン

ス等）についてのみ記述 
２７人 １９人 

環境問題，世界の食料事情，食

文化伝承に関する記述有り 
１５人 ２３人 

取り組みやすい 

個人的取組 社会的取組 

取組に困難が伴うが効果が高い 

家庭科で「だし」 
について学習 
 

温暖化対策 

だしの良さを家族に伝える 

給食に活用 

だし講習会開催 

和食を積極的に食べる 

「だし」の日創設 知 識 を増 や

 

「だし」を使った 
若者が好む料理
の開発 

植林で海を守る 
毎日の味噌汁をだしから取る 

昆布養殖の研究 

テレビで取り上げる 

39% 

17% 

56% 

70% 
5% 

13% 
（後） 

（前） 

環境を守るために自分の食生活を 
見直したいと思いますか。 

かなり思う やや思う あまりそう思わない 全く思わない 
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図 10：日本の食文化を守ることの重要性 

 
 
 
 
 
 
 

図 11：和食文化伝承と環境問題の関連認識 

③  実践力（持続可能な社会づくり）  

「持続可能な食生活づくり」に向けての重要な要

素となる和食に関する実践力については，図 12・13  
に示すとおり，高まっている。 

 
 
 
 
 

 
 

図 12：和食を食べる頻度 

 
 
 
 
 
 

図 13：「だし」を取る技能 

「食生活を営む上で大切だと思うこと，心がけて

いること」を記述させた文章（２００文字程度）を

授業前後で比較するため，テキストマイニング分析

を行った。「心がけていること」を「実践している」

ことと捉えた場合，授業後の「心がける」と結びつ

いている単語に「文化」「環境」「産地」といった，

持続可能な食生活づくりに関連する単語の表出が見

られた。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 14：生活で心がけていること（授業前） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 15：食生活で心がけていること（授業後） 

 
３ 研究のまとめ 

家庭科の特質は，学んだことを生活に生かしてこ

その教科であることから，実践力の育成が最重要課

題である。しかし，知識として理解したことを実践

に結びつけていくこと，さらにこれを継続させるこ

とは難しいことを常々感じている。実践力を高めて

いくには，「実践したい，すべき」という「意識・思

考」を持ち，そして，この「意識・思考の継続」が

実践に結び付くのではないかと考える。 
 今年度の研究は，毎日使用する「舌」を活用し、「素

材の味を味わおうとする意識」を高めることが，「意

識・思考」の継続化につながり，これが実践力の高

78% 

74% 

22% 

24% 2% 

（後） 

（前） 

日本の食文化を守っていくことは 
大切だと思いますか。 

かなり思う やや思う あまりそう思わない 全く思わない 

41％ 

19% 

44% 

49% 

15% 

25% 7% 

（後） 

（前） 

和食文化の伝承と環境問題は 
関係があると思いますか。 

かなり思う やや思う あまりそう思わない 全く思わない 

46% 

26% 

45% 

51% 

9% 

21% 

0% 

2% 

（後） 

（前） 

和食を普段どのくらい食べますか。 

ほとんど毎日 週に３～2回 週に１～2回 ほとんど食べない 

27% 

12% 

50% 

49% 

20% 

29% 

3% 

11% 

（後） 

（前） 

和食の基本である「だし」を 
自分でとることができますか。 

できる 取り方を見ればできる 自身がない できない 

心がける 

心がける 

和食 

文化 

環境 
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まりにつながっていくと捉えた。 
「基礎力（身体を使う）→思考を深める→実践力」   

⇒「実践力→思考を深める→基礎力（身体を使う）」

のサイクルを意識した学びを実践していくことで，

持続可能な社会づくりのための実践力を育成してい

きたい。 
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